
性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
案
新
旧
対
照
表

。
性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
(
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
五
号
)

改

正

後

除比
わ
い
i
l
-
-

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ベ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン

I
I
I
I
l
l
1
1
1

1

1

9

ん

矧
阿
川川
司
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
(
以
下
「
性
感
染
症
」
と
い
う
。
)
は
、

倒
樹
1
叶
酎
矧
同
利
引
倒
州
制
樹
制
ベ
叫
吋
斗
倒
刷
倒
制
「
叶
川
外
「
叶
剖
州

し
て
感
染
す
る
と
の
特
質
を
共
通
に
有
し
性
的
接
触
に
よ
り
誰
も
が
感
染
す
る

可
能
性
が
あ
る
感
染
症
で
あ
り
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
男
女
を
中
心
と
し
た
大
き

な
健
康
問
題
で
あ
る
。
性
感
染
症
は
、
感
染
し
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
ま
た
、
尿
道
炎
、

帯
下
の
増
量
、
皮
庸
粘
膜
症
状

1
咽
到
州
国
刺
劇
等
の

比
較
的
軽
い
症
状
に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
感
染
し
た
者
が
、
治
療
を

怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
、
不
妊
等
の
後
遺
障
害
や
生

殖
器
が
ん
が
発
生
し
、
又
は
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
感
染
し
や
す
く
な
る

等
性
感
染
症
の
疾
息
ご
と
に
犠
.
々
な
重
篤
な
合
併
症
を
も
た
ら
す
こ
と
が
問
題

点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
女
性
が
性
感
染
症
に

権
息
し
た
場
合
に
は
、
母
子
感
染
に
よ
る
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
り
得
る
こ
と

が
問
題
点
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
性
感
染
症
は
、
患
者
等
(
患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
)
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い

こ
と
が
あ
る
た
め
、
感
染
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
感
染
の

実
態
を
過
小
評
価
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
性
的
接
触
を
介

し
て
感
染
す
る
た
め
、

個
人
情
報
の
保
護
へ
の
配
慮
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と

等
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
対
策
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な

疾
患
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
劇
到
剖
叫
刊
阿

刻
叫
刻
刻
矧
叫
創
剖
叫
刈
吋
引
岡
剰
叫
闘
判
引
制
伺
ベ
判
劇
什
伺
剖
倒
剣
副
パ
計

四
割
『
叫
可
斗
剖
叶

4川
引
吋
叶
剣
叶
剛
剣
叫
刻
刻
叫
割
寸
寸
刻
倒
釧
刷
叫
同
州

査
に
よ
り
把
握
さ
れ
る
報
告
数
は
全
体
的
に
は
減
少
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
引
き
続
き
十
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
コ
叶
倒
に
か
け
て
の
年
齢
層
(
以
下
「

若
年
層
」
と
い
う
。
)
に
お
け
る
発
生
の
割
合
が
高
い
こ
と
や
、
性
行
動
の
多

樹
倒
同
判
別
咽
劇
劇
剃
矧
叫
樹
川
利
樹
矧
剖
州
司
川
判
例
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を

(
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
)

現

行

bpιPI
l
l
i
-
-

性
器
グ
ラ
ミ
ジ
ア
感
操
症
、
性
器
へ
ル
ベ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン

ジ
ロ

l
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
(
以
下
「
性
感
染
症
」
と
い
う
。
)
は
、

倒
吋
樹
制
剖
刑
叫
寸
劇
刻
利
引
剖
叫
特
質
を
共
通
に
有
し
性
的
接
触
に
よ
り
誰

も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
感
染
症
で
あ
り
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
男
女
を
中

心
と
し
た
大
き
な
健
康
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
性
感
染
症
は
、
感
染
し
て
も
無

症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
尿
道
炎
、
帯
下
の
増
量
、
皮
膚
粘
膜
症
状

等
の
比
較
的
軽
い
症
状
に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
感
染
し
た
者
が
、
治

療
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
、
不
妊
等
の
後
遺
障
害

や
生
殖
器
が
ん
が
発
生
じ
、
又
は
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
感
染
し
や
す
く

な
る
等
性
感
染
症
の
疾
患
ご
と
に
発
生
す
る
様
々
な
重
篤
な
合
併
症
を
も
た
ら

す
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
女
性

が
性
感
染
症
に
権
患
し
た
場
合
に
は
、
母
子
感
染
に
よ
る
次
世
代
へ
の
影
響
が

あ
り
得
る
斗
叶
叫
闘
樹
刻
剖

U
引
制
捌
剖
判
寸
川
刻
。

ま
た
、
性
感
染
症
は
、
患
者
等
(
患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
を
い
う

。
以
下
問
じ
。
)
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い

こ
と
が
あ
る
た
め
、
感
染
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
感
染
の

実
態
を
過
小
評
価
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
性
的
な
接
触
を

介
し
て
感
染
す
る
た
め
、
個
人
情
報
の
保
護
へ
の
配
慮
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ

と
等
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
対
策
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要

な
疾
患
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
十
代
の
半
ば
ご

ろ
か
ら
二
十
代
前
半
に
か
け
て
の
年
齢
層
(
以
下
「
若
年
層
」
と
い
う
。
)
に

お
け
る
発
生
の
樹
刷
州
制
制
剖
利
引
川
刻
斗
叫
矧
州
斜
叶
引
叫
引
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
性
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る。
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踏
ま
え
た
上
で
、
性
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

倒
樹
刻
割
削
1
判
刻
刻
則
刻
叫
朝
刻
削
劇
叫
刈
川
淵
創
ォ
劃
創
州
制
州
問
止
又

は
感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
性
感
染
症
の
予
防
に
は
、
正
し

川
刑
制
叫
引
判
叫
剥
寸
寸
凶
創
痢
川
叶
制
洲
劃
到
叶
刻
刻
。
こ
の
た
め
、
性
感

染
症
に
対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は
、
劇
刻
吋
引
刻
削
劇
刻
刻
刷
例
刻
引
制
倒

が
あ
る
者
へ
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
。
特
に
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の
予
防
方
法
、

ま
ん
延
の
防
止
対
策
等
に
お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等

の
対
策
に
つ
い
て
、
本
指
針
に
基
づ
く
対
策
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関

す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
(
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
一
号

)
に
基
づ
く
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
法
の
施
行
に
伴
う
性
病
予
防
法
(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
)
の
廃
止
後
も
、
総
合
的
に
予
防
の
た
め

の
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症
に
つ
い
て
、
園
、
地
方
公
共
団
体

、
医
療
関
係
者
、
劉
剖
闘
例
制

1
剖
割
剖
対
捌
岡
倒
剖
創
剖
銅
剣
利
樹
倒
刻
州
問

刻
刻
刷
矧
制
ペ
凶
吋
↓
州
叫
叫
矧
叶
叶
パ
パ
川
『
叶
剥
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、
良
質
か
つ
適

切
な
医
療
の
提
供
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
指
針
の
対
象
で
あ
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ベ
ス

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ

1
7
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
の
ほ
か
に

も
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
感
染
症
は
、
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
、

B
型
肝
炎
を
含
め
多
数
あ
る
こ
と
に
一留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本

指
針
に
基
づ
く
予
防
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
抑
制
に
も
資
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
る。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
、
性
感
染
症
の
検
査

、
治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
組
例
制
測
の
評
価
等
を
勘
案
し

て
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

第

原
因
の
究
明

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
、
性
感
染
症
の
検
査

、
治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
組
制
判
り
刺
測
の
評
価
等
を
勘

案
し
て
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

性
感
染
症
の
予
妨
に
は
、
正
し
い
知
識
と
そ
糾
に
基
づ
く
劃
意
調
い
行
動
が

重
要
で
あ
り
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
に
よ
り
治
癒
、
重
症
化
の
防
止
又
は

感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
愚
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
性
感
染
症
に
対
す
る

予
防
対
策
と
し
て
は
、
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
者

へ
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染

症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
近
年
増
加
が
報

告
さ
れ
て
い
る
若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の
予
防
方
法
、
ま
ん
延

の
防
止
対
策
等
に
お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
対
策

に
つ
い
て
、
本
指
針
に
基
づ
く
対
策
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特

定
感
染
症
予
防
指
針
斗
判
劇
当
副
刊
別
刷
到
割
問
利
剣
ゴ
副
叶
廿
引
寸
に
基

づ
く
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

剖
叶
刈
叶
引
困
劇
吋
制
対
引
制
伺
斗
判
瑚
汁
伺
剖
倒
剣
剖
叶
剛
司
刈
判
」
州
問

叶
叫
川
叶
引
『
汁
の
施
行
に
伴
う
性
病
予
防
法
(
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
六
十

七
号
)
の
廃
止
後
も
、
総
合
的
に
予
防
の
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
性
感
染
症
に
つ
い
て
、
園
、

地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
民
間
団
体
等

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん

延
の
防
止
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
観
点

か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
指
針
の
対
象
で
あ
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
!
?
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
の
ほ
か
に

も
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
感
染
症
は
、
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
を
含
め
多
数
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
指
針
に
基
づ

く
予
防
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
抑
制
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

第

原
因
の
究
明
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略
発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出
の
徹

底
等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な
情
報
と
し

て
活
用
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
法
矧
什
叫
剣
の
規
定
に
基
づ
き

、
指
定
届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ

っ
て
発
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ベ
ス
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
!
?
及
び
淋
菌
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ

れ
ら
四
つ
の
感
染
症
の
発
生
動
向
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動

向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
指
定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
(
定
点
選
定

法
)
剖
利
引
尉
例
制
叫
剥
刊
と
と
ち
に
、
指
定
の
状
況
を
適
宜
確
認
し
て

、
発
生
動
向
調
査
の
改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、

年
齢
階
級
別
な
ど
対
策
に
必
要
な
性
感
染
症
の
発
生
動
向
を
把
握
で
き
る

よ
う
に
、
か
っ
、
関
係
機
関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
ー携
し
、
地

域
に
お
け
る
対
策
に
活
用
す
る
た
め
、
十
万
人
当
た
り
の
患
者
数
の
よ
う

に
地
核
に
よ
っ
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届
出
機
関
を
指

定
す
る
も
の
と
す
る
。

(
略
)

第

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

基
本
的
考
え
方

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
羅
怠
率
を
減
少
傾
向
へ
導
〈
た

め
の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症

の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と
し
て
の
コ
ン
ド

1
ム

の
使
用

1
吋
阿
樹
樹
並
び
に
検
査
や
医
療
の
積
極
的
な
受
診
に
よ
る
早
期

発
見
及
び
早
期
治
療
が
性
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に

有
効
で
あ
る
と
い
っ
た
情
報
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
等

を
提
供
し
て
い
く
と
と
も
に
、
検
査
や
医
療
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

(
略
)

発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出
の
徹

底
等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な
情
報
と
し

て
活
用
し
て
い
く
も
の
γ
と
す
る
。
特
に
、
法
創
刊
剛
剣
剣
」
剥
の
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
発
生
の
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ベ
ス
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ

!

?
及
び
淋
菌
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
国

は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感
染
症
の
発
生
動
向
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

発
生
動
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
指
定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
(
定

点
選
定
法
)
叫
則
副
叫
吋
矧
州
引
と
と
も
に
、
指
定
の
状
況
を
適
宜
確
認

し
て
、
発
生
動
向
調
査
の
改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性

別
、
年
齢
階
級
別
な
ど
対
策
に
必
要
な
性
感
染
症
の
発
生
動
向
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
、
か
っ
、
関
係
機
関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し

、
地
域
に
お
け
る
対
策
に
活
用
す
る
た
め
、
十
万
人
当
た
り
の
患
者
数
の

よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届
出
機
関

を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

(
略
)

第

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

基
本
的
考
え
方

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
穣
患
率
を
減
少
傾
向
へ
導
く
た

め
の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症

の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と
し
て
の
コ
ン
ド

l
ム

の
使
用
並
び
に
検
査
や
医
療
の
積
極
的
な
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早

期
治
療
が
性
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
有
効
で
あ
る

と
い
っ
た
情
報
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て

い
く
と
と
も
に
、
検
査
や
医
療
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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(
略
)コ

ン
ド

l
ム
の
予
防
効
果
に
関
す
る
普
及
啓
発

コ
ン
ド

l
ム
は
、
性
感
染
症
の
原
因
と
な
る
倒
器
及
制
口
幽
粘
膜
等
の

直
接
接
触
を
妨
げ
る
物
理
的
障
壁
と
し
て
、
性
感
染
症
の
予
防
に
対
す
る

確
実
か
つ
基
本
的
な
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
と
と
も

吋
ォ
斗
刈
叶
川
刈
剖
叶
可
同
阿
叶
斗
け
州
廿
剖
剖
川
倒
劇
剣
劇
刑
制
刻
斗

剖
叫

1
珂
叫
川
倒
川
刻
矧
叫
則
例
制
刻
倒
刻
叫
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
コ
ン
ド

i
ム
の
矧
倒
M
M
性
感
染
症
の

予
防
効
果
に
係
る
情
報
を
提
供

ιて
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ン
ド

ー
ム
の
製
造
・
販
売
業
者
に
も
協
力
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感
染
症

に
係
る
受
診
の
機
会
を
捉
え
、
コ
ン
ド

l
ム
の
特
性
と
使
用
に
よ
る
性
感

染
症
の
予
防
に
つ
い
て
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
が
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
。検

査
の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
検
査
に
係
る
情
報
の
提

供
を
行
い
、
性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
者
に
対
し
、
検

査
の
受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
検
査
の
趣

旨
及
び
内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
治

療
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

保
健
所
が
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
検
査
の
対
象
と
す
る
性
感
染
症

と
そ
の
検
査
項
目
を
選
定
す
る
と
き
は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の

感
染
の
危
険
性
、
検
査
の
簡
便
さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
及
び
淋
菌
感
染
症
に
あ
っ
て
は
病
原
体
検
査
(
尿
を
検
体
と
す
る
も
の

剖
創
叫
『
J
l

を
、
梅
毒
及
び
性
器
ヘ
ル
ベ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
あ
っ
て

は
抗
体
検
査
を
基
本
と
し
て
、
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症
の
検
査
の

機
会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
に

、
各
種
行
事
の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
な
ど
、
個
人
情
報
の
保

護
に
留
意
し
つ
つ
、
様
々
な
検
査
の
機
会
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

(
略
)コ

ン
ド

l
ム
の
予
防
効
果
に
関
す
る
普
及
啓
発

コ
ン
ド

l
ム
は
1
剖
矧
例
刻
刻
叫
刻
刻
引
判
、
性
感
染
症
の
原
因
と
な

る
直
接
接
触
を
妨
げ
る
物
理
的
障
壁
と
し
て
、
性
感
染
症
の
予
防
に
対
す

る
確
実
か
つ
基
本
的
な
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い

引
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
コ
ン
ド

ー
ム
の
性
感
染
症
の
予
防
効
果
に
係
る
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
コ
ン
ド
1

ム
の
製
造

・
販
売
業
者
に
も
協
力
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感
染
症

に
係
る
受
診
の
機
会
を
捉
え
、
コ
ン
ド

l
ム
の
使
用
に
よ
る
性
感
染
症
の

予
防
に
つ
い
て
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

検
査
の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
検
査
に
係
る
情
報
の
提

供
を
行
い
、
性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
者
に
対
し
、
検

査
の
受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
努
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
検
査
の
趣

旨
及
び
内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
治

療
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

保
健
所
が
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
検
査
の
対
象
と
す
る
性
感
染
症

と
そ
の
検
査
項
目
を
選
定
す
る
と
き
は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の

感
染
の
危
険
性
、
検
査
の
簡
便
さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
及
び
淋
菌
感
染
症
に
あ
っ
て
は
病
原
体
検
査
を
、
梅
毒
及
び
性
器
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
あ
っ
て
は
抗
体
検
査
を
基
本
と
し
つ
つ
、
都
道

刷
刺
矧
叫
刻
倒
叫
刷
叫
寸
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症
の
検
査
の

機
会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
に

、
各
種
行
事
の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
叫
剖
制
な
ど
、
個
人
情

報
の
保
護
に
留
意
し
つ
つ
、
様
々
な
検
査
の
機
会
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
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で
あ
る
。
な
お
、
検
査
の
結
果
、
受
診
者
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、

当
該
受
診
者
に
、
当
該
性
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
十
分
説
明
し
、
支
援
す
る
と
と
も
に
、
当
該
受
診
者
を
通
じ
る
等
の

対
剖
吋
利
引
剖
矧
到
制
割
例
制
刷
樹
州
制
州
制
対
叫
引
制
到
刻
倒
刺
剣
側

斜
叫
対
捌
剖
伺
川
、
必
要
な
場
合
に
は
、
医
療
に
結
び
付
け
、
感
染
拡
大

の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
検
査
の
実
施
に
関
し

て
、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
す

る。

四l

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

利
岡
矧
剰
刻
割
引
引
吋
剖
対
斗
て
は
、
年
劇
剥
釦
別
等
の
主
象
者
の
実

情
叫
附
け
叫
岡
劇
剖
叶
斗
計
川
付
斗
叶
洲
劃
到
叶
刻
刻
叫
l

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る

た
め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
、
正
確
な
情
報
提
供

を
適
切
な
媒
体
を
用
い
て
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。
そ
の
際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り

寸
刷
銅
剣
倒
叫
矧
湖
劇
附
刻
叫
倒
謝
割
叫
刷
捌
叫
瑚
矧
剖
岡
刻
刻
創
刊
叶
川
口

が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機
関
及
び
保
護
者
等
と
十
分

に
連
携
し
、
学
校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

判
剖
サ
封
倒
同
1
制
剖
制
刷
同
劇
刻
叫
創
例
制
州
制
り
1
樹
剃
叫
廿
U
削

無
症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤
内
炎
症
性

創
剥
明
刷
剛
剖
制
引
引
引
り
1
判
制
吋
ベ
叫
劇
割
州
制
引
斗
剖
矧
例
制
倒

州
制
引
「
引
制
剖
州
1
対
倒
叫
矧
利
引
剖
刻
酎
剰
削
1

4
利
引
判
例
矧
剖
刑

罰

割

引

凶

刻

刻

刻

叶

叶

叫

吋

4剥
剖
叫
刻
制
調
鮒
吋
肘
叫
剖
矧

刷
刻
酎
創
刊
刻
到
計
制
引
司
副
劇
剃
樹
刻
汎
矧
嗣
叫
剖
刊
ベ
叶
矧
劉
剖
倒

叶
到
剤
叶
闘
吋
引
制
劇
闘
劇
剖
リ
可
制
刻
引
制
刷
洲
劃
到
寸
刻
刻
同
州

1

狐
剰
矧
割
刻
刻
捌
矧
剰
制
組
制
州
剖
叫
叫
制
銅
剣
叫
捌
吋
利
川
寸
削
1
J倒

感
染
症
予
防
を
含
め
た
総
合
的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
尖
圭
コ
ン

ジ
ロ

1
7
に
つ
い
て
は
、
子
宮
頚
が
ん
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て

も
予
防
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
等
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

も
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
検
査
の
結
果
、
受
診
者
の
感
染
が
判
明
し
た
場

合
は
、
当
該
受
診
者
及
び
性
的
接
触
の
相
手
方
に
対
し
、
当
該
性
感
染
症

の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
十
分
説
明
し
、
必
要
な
場
合

に
は
、
医
療
に
結
び
付
け
、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と
ち
重
要
で
あ

る。
さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
検
査
の
実
施
に
関
し

て
、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
す

る。
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

刊
岡
刈
矧
剖
謝
利
引
叫
剖
吋
斗
て
は
、
年
鮒
射
性
別
等
の
対
象
者
の
到

情
に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る

た
め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
、
正
確
な
情
報
提
供

を
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
学
校
に
お

吋
引
刻
剤
叫
利
川
対
削
可
制
到
矧
判
到
側
吋
則
引
ォ
刷
劃
到
剣
例
刻
劃
劇

閥
刻
叫
倒
謝
割
引
制
刻
叫
創
矧
創
凶
剖
刻
刻

U
剖
州
劃
劃
廿
刻
刻
「
倒
矧

所
等
は
、
教
育
関
係
機
関
等
と
十
分
に
連
携
し
、
学
校
に
お
け
る
教
育
と

連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四|

ま
た
、
女
釦
除
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し
て
も

無
症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤
内
炎
症
性

疾
患
の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
等
の
特
性

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は
、
対
象
者
の
意
向
を

倒
刻
刻
引
叶
叶
叫
叫
1
刻
刻
剖
叫
剣
伺
矧
刑
制
叫
刷
叫
剖
剰
刺
刻
酎
劇
州

ほ
か
、
性
感
染
症
及
び
そ
の
妊
娠
へ
の
影
響
を
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康

問
劇
叶
叫
寸
叶
引
材
引
酎
劇
科
劃
到
計
制
剖
叫

(14)



一
方
、
世
感
刷
用
癌
と
し
て
最
も
楓
患
の
百
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め

4刻
州
阿
判
例
剖
州
例
剖
創
剖
創
別
相
判
川
副
川
引
矧
倒
剖
利
引
引

で
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
よ
り
一
層
の
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

五

(
略
)

第

医
療
の
提
供

基
本
的
考
え
方

性
感
染
症
は
、
疾
息
や
病
態
に
応
じ
て
適
切
に
処
方
さ
れ
た
治
療
薬
を

投
与
す
る
等
の
医
療
が
必
要
な
疾
患
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が
二
次
感
染

や
ま
ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
医
療
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
診
断
や
治
療
の
指
針
、
分
か
り
ゃ
す
い
説
明
資
料
等
の
活
用
に
加
え

て
、
個
人
情
報
の
保
護
等
の
包
括
的
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
若

倒
劇
利
剣
劇

U
引
引
川
剰
捌
倒
川

4
4副
劇
叫
剖
到
寸
刻
刻
。

医
療
の
質
の
向
上

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
最
新
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
に
提

供
し
、
普
及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
学
会
等
の
関
係
団
体
は
、
標
準
的
な
診
断
や
治
療
の
指
針
等
に

つ
い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、
普
及
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
学
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
様
々
な

診
療
科
を
横
断
し
て
性
感
染
症
の
専
門
家
養
成
の
た
め
の
教
育
及
び
研
修

機
会
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上

特
に
若
年
層
等
が
性
感
染
症
に
関
し
て
受
診
し
や
す
い
医
療
体
制
の
整

備
矧
叫
刻
刻
倒
引
剖
叫
叫
叫
可
制
側
側
斜
叫
判
例
刻
樹
到
州
制
1
到
倒
刻

叫
制
劇
叫
矧
叫
州
刑
引
利
引
例
制
倒
川
剖
矧
創
刊
引
斗
叫
利
回
到
対
刻
刻

。
ま
た
、
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
分
か
り
ゃ
す
い
資
料
等
を
作
成
し
、

N

G

O
等
の
協
力
に
よ
り
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
及
び

都
道
府
県
等
は
、
そ
の
普
及
啓
発
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

五

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
権
患
の
前
倒
仙
の
高
い

E
7ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め

1
剥
刻
例
制
判
叫
叶
剃
叫
剖
創
剖
創
引
制
吋
川
叶
川
外
側
樹
刻
利
引
引
制

で
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
た
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

(
略
)

第

医
療
の
提
供

基
本
的
考
え
方

性
感
染
症
は
、
疾
患
や
病
態
に
応
じ
て
適
切
に
処
方
さ
れ
た
治
療
薬
を

投
与
す
る
等
の
医
療
が
必
要
な
疾
患
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が
二
次
感
染

や
ま
ん
廷
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
医
療
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
診
断
や
治
療
の
指
針
、
分
か
り
ゃ
す
い
説
明
資
料
等
の
活
用
に
加
え

て
、
個
人
情
報
の
保
護
等
の
包
括
的
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

医
療
関
係
者
へ
の
情
報
の
提
供
の
強
化

岡
刻
叶
制
組
刷
尉
矧
同
1
岡
剛
剣
矧
叫
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な

が
引
寸
割
削
引
制
劇
同
制
利
引
制
刺
叫
対
制
叫
闘
吋
引
制
樹
剖
剖
謝
叫
剖

及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

明
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携

学
会
等
の
関
係
団
体
は
、
最
新
の
医
学
的
な
知
見
等
を
盛
り
込
ん
だ
診

断
や
治
療
の
指
針
、
包
括
的
な
治
療
等
に
と
っ
て
有
効
で
分
か
り
ゃ
す
い

資
料
等
を
作
成
し
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
及
び
都
道
府

県
等
は
、
そ
の
普
及
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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1 

第
一四

研
究
開
発
の
推
進

二

(

賂

)

発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究
の
推
進

国
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
各
種
疫
学
研
究
を
強
化
し
、

今
後
の
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
性

感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
推
移
に
関
す
る
研
究
1
捌
尉
倒
州
剣

引
刻
制
剤
剰
刺
耐
倒
叫
岡
村
引
刷
刻
、
地
域
を
限
定
し
た
性
感
染
症
の
全

数
調
査
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
発
生
動
向
と
の
比
較
研
究
、
発
生

動
向
の
分
析
を
行
う
た
め
の
追
加
調
査
、
指
定
届
出
機
関
の
選
定
の
在
り

方
に
関
す
る
研
究
等
の
疫
学
研
究
に
よ
っ
て
、
定
量
的
な
評
価
が
可
能
と

な
る
数
値
を
的
確
に
推
計
で
き
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、
発
生
動
向
の
多
面

的
な
把
握
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四

社
会
頭
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

国
は
、
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付
け
る
た
め
の
試

行
的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果
に
関
す
る
研
究
、
感

剃
川
ペ
外
矧
劇
到
叫
阿
叫
叶
闘
利
引
割
制
ぺ
叶
剖
矧
剖
創
剖
社
会
面
と
医

学
前
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究
を
後
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
対
策
の
研
究
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

五

(
略
)

第
五

国
際
的
な
連
携

基
本
的
考
え
方

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ

と
の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
に
棲
息
し
て
い
る
者
が

H
I
V

(
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
)
に
感
染
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
、
予
防
対
策
上

の
観
点
か
ら
性
感
染
症
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
を
併
せ
て
取
り
扱

う
こ
と
が
国
際
的
に
は
多
い
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
連
携
に
当
た
っ
て
は

こ
の
点
を
念
頭
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
四
研
究
開
発
の
推
進

一

二

(

略

)

発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究
の
推
進

国
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
各
種
疫
学
研
究
を
強
化
し
、

今
後
の
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
性

感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
推
移
に
関
す
る
研
究
、
地
域
を
限
定

し
た
性
感
染
症
の
全
数
調
査
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
発
生
動
向
と

の
比
較
研
究
、
発
生
動
向
の
分
析
を
行
う
た
め
の
追
加
調
査
、
指
定
届
出

機
関
の
選
定
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
等
の
疫
学
研
究
に
よ
っ
て
、
定
量

的
な
評
価
が
可
能
と
な
る
数
値
を
的
確
に
推
計
で
き
る
よ
う
努
め
る
な
ど

、
発
生
動
向
の
多
面
的
な
把
握
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四

社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

国
は
、
割
刑
制
州
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付
け
る

た
め
の
試
行
的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果
に
関
す
る

捌
矧
矧

1
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

を
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
の
研
究
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

五

略

第
五

国
際
的
な
連
携

基
本
的
考
え
方

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ

と
の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
に
穣
患
し
て
い
る
者
が

H
I
V
(
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
)
に
感
染
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
叫
川
州
刻
、
予
紡
対

策
上
の
観
点
か
ら
性
感
染
症
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
を
併
せ
て
取

り
扱
う
こ
と
が
国
際
的
に
は
多
い
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
連
携
に
当
た
っ

て
は
、
こ
の
点
を
念
頭
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

(16)



諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等
に
お
け
る
性
感
染
症
に
関
す
る
予
防
方

法
や
治
療
方
法
の
開
発
、
疫
学
研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究

の
成
果
等
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、
我
が
国
の
対
策

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
連
す
る

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
情
報
交
換
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

(
路
)

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化
等

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関
係
機

関
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働
省

、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携
、
研
究
成
果
の

情
報
交
換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図
あ
ほ
か
、
国
及
び
都

道
府
県
等
と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び
に
性
感
染
症
、
及
び
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
対
策
等
に
関
係
す
る

N
G
O
等
と
の
連
携
等
幅
広
い
連
携
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
倒
樹
珂
叫
刈
引
普
及
啓
発
の
拠
点
と

し
て
の
倒
剖
剣
倒
倒
制
叫
到
似
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

二
本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
及
び
展
開

本
指
針
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
掲
げ
た
取
組
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専
門
家
等
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
取
級
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
六

(
略
)

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等
に
お
け
る
性
感
染
症
に
関
す
る
予
防
方

法
や
治
療
方
法
の
開
発
、
疫
学
研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究

の
成
果
等
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、
我
が
国
の
対
策

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
連
す
る

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
情
報
交
換
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

第
一一ノ、

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化
等

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関
係
機

関
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働
省

、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携
、
研
究
成
果
の

情
報
交
換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図
る
ほ
か
、
国
及
び
都

道
府
県
等
と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び
に
性
感
染
症
及
び
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
対
策
等
に
関
係
す
る
創
樹
尉
岡
岡
倒
と
の
連
携
等
幅
広
い
連

携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健
所
の
普
及
啓
発
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携

強
化
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
指
針
の
進
ち
よ
く
状
況
の
評
価
及
び
展
開

本
指
針
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
掲
げ
た
取
組
の

進
ち
よ
く
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専
門
家
等
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
取
組
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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